
関東・甲信・静支部のうごき

1. 支部役員会

８月２３日�，千葉市（千葉県環境研究センター
水質地質部会議室）において，支部役員６名が出

席して，支部長表彰被表彰者の選考等を行った。

2. 支 部 総 会

９月２日�～３日�，浜松市（ウェルサンピア
浜松）において，１５機関２５名の出席者により開催

した。会議の概要は次のとおりである。

� 議 決 事 項

・平成１５年度，１６年度の運営及び事業について

� 報 告 事 項

・平成１７年度の役員及び総会等の開催地につい

て

・全国環境研協議会会長表彰，会長感謝状候補

者の支部推薦について

・支部長表彰者について

� 専門部会事業報告

大気，水質，騒音振動の各専門部会長及び水質

専門部会東京湾連絡会庶務機関から事業報告が

あった。

� 支部長表彰式

支部として次の５氏を表彰した。

小野雄策氏 （埼玉県環境科学国際センター）

清水源治氏 （山梨県衛生公害研究所）

笹井春雄氏 （長野県環境保全研究所）

中島二夫氏 （静岡県環境衛生科学研究所）

樋口文夫氏 （横浜市環境科学研究所）

なお，平成１７年度の支部総会は千葉県で開催す

る予定である。

3. 大気専門部会

９月９�～１０日�東京都庁第二本庁舎 第３１特

別会議室において，１５機関２６名の出席者により，

研究発表及び講演会を行った。

主な内容は以下のとおりである。

� 研究発表

①物流と大気汚染

（千葉県環境研究センター）

②川崎市における粒径別粒子状物質の成分組成

（川崎市公害研究所）

③浜松市における有害大気汚染物質の汚染状況

（浜松市保健環境研究所）

④ VOCsの大気中濃度シミュレーション及び実

測値との比較

（栃木県保健環境センター）

⑤神奈川県における光化学オキシダント濃度の

経年変化と変動要因

（神奈川県環境科学センター）

⑥臭気の嗅覚測定法における精度および確度に

関する検討

（群馬県衛生環境研究所）

⑦横浜市内における環境大気中ダイオキシン類

濃度について

（横浜市環境科学研究所）

⑧千葉市におけるダイオキシン類の測定結果に

ついて

（千葉市環境保健研究所）

⑨長野県におけるヒートアイランドの研究と環

境学習

（長野県環境保全研究所）

⑩東京都区部におけるヒートアイランドの 実

態と対策について

（東京都環境科学研究所）

⑪埼玉県における二酸化炭素濃度の観測につい

て

（埼玉県環境科学国際センター）

� 講 演 会

「VOC規制の動向」

（環境省環境管理局大気環境課長関 荘一郎）

� 来年度専門部会長について

来年度は静岡県が担当することを確認した。
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4. 水質専門部会

９月１６日�～１７日�甲府市（ザ・ホテル紫玉苑）
において，下記研究発表及びサッポロワイン㈱勝

沼ワイナリーの水処理・廃棄物再資源化施設の視

察を行った。

１５機関から２３名の出席者があった。

○研究報告（１３題）

� 化学物質

・大間々扇状地における地下水汚染機構解明調

査

（群馬県衛生環境研究所）

・東京都の運河におけるダイオキシン類の汚染

（東京都環境科学研究所）

・最終処分場から検出されるビスフェノールに

ついて

（神奈川県環境科学センター）

� 水 質 汚 濁

・牛久沼小流域における土地利用形態別原単算

定の新たな試み

（茨城県公害技術センター）

・湯の湖の着色について

（栃木県保健環境センター）

・水田農薬の環境中における挙動 －農薬残に

係るモニタリング調査－

（埼玉県環境科学国際センター）

・野尻湖水質予測モデルによる水質計算

（長野県環境保全研究所）

・旧静岡市内における河川の水質汚濁の変動

（静岡市衛生試験所）

・佐鳴湖における水質汚濁特性について

（浜松市保健環境研究所）

� 生 態

・都市における川の生きものの季節性はどう

なっているか

（横浜市環境科学研究所）

� そ の 他

・調査研究課題の事業評価に伴う評価方法の検

討 （川崎市公害研究所）

・快適な水辺環境の創造を目指して －生活排

水汚濁水路浄化施設－

（千葉市環境保健研究所）

・県内河川水および底質の化学物質汚染実態調

査

（山梨県衛生公害研究所）

5. 水質専門部会東京湾連絡会

１０月２９日，千葉県船橋市において７機関１１名の

出席者により開催した。サッポロビール千葉工場

の視察を行った後，工場内の会議室において同工

場における環境保全活動の事例報告を聞いた。

第二部の定例会議では，各機関の平成１６年度調

査研究計画及び途中経過について報告及び質疑を

行った。

また，次期（平成１７，１８年度）幹事を川崎市公害

研究所にお願いすることが了承された。

会議終了後には工場内のビール試飲コーナー

で，ビールに関するさまざまなレクチャーを受け

ながら，できたてビールを賞味し，会員同士の懇

親を深めた。

九州支部のうごき

１．第３０回九州衛生環境技術協議会

本会は，地方衛生研究所全国協議会及び全国環

境研協議会の各九州支部が共催するものであり，

職員の学識技術の向上，及び業務に必要な情報交

換を行う。平成１６年度は熊本県において開催し

た。

・期 日：平成１６年１０月７日，８日

・場 所：熊本県熊本市 熊本テルサ

当日は，地方衛生研究所全国協議会及び全国環

境研協議会九州支部の１３機関から１３４名が出席し，

分科会討論，特別講演，全体会議を行った。会議

概要は次のとおりである。
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